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Ⅰ.概要 

 

1.目的 

　町政に対する町民の率直な意見を聴き、今よりもさらに住みやすいまちをつくる。 

 

2.調査内容 

　石川町第 6次総合計画の施策（全 33 分野）に対する「重要度」と「満足度」をそれぞれ

5段階で回答。 

 

3.対象者 

　18 歳以上の町民 1,500 名（無作為に選定） 

 

4.調査期間 

　令和 7年 11 月 1 日～11 月 25 日 

 

5.回答方法 

　インターネット又は郵便 

 

6.回答状況 

　回答者数 620 人（回収率 41.3％） 

［内訳］インターネット回答 166 人 

郵送回答 454 人 
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Ⅱ.結果 

 

1.回答者の属性 

 

 (1)性別 

回答者の性別は、女性が 310 人となり、男性の 252 人を 58 人上回りました。 

 

 

 (2)年代 

回答者の年代は、70 歳代以上が 191 人で最多となり、次いで 60 歳代が 150 人、続いて

50 歳代が 96 人となりました。年代が上がるほど回答数が増える傾向が読み取れます。 
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 (3)お住いの地区 

お住いの地区は、石川地区が 241 人で最多で、次いで中谷地区 92 人、沢田地区 86 人、

野木沢地区 76 人、山橋地区 46 人、母畑地区 44 人となりました。 
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2.町の施策に対する重要度と満足度 

 

　石川町第 6次総合計画に掲げる 33 施策について、各施策の「重要度」と「満足度」を 5

段階で評価していただき、その結果を次の算式に当てはめて数値で表しました。 

 

■ 重要度の得点算出式 

重要度についての選択肢である「重要」「やや重要」「普通」「あまり重要でない」「重要

でない」の各 1件につき、それぞれ 2 点、1 点、0 点、－1 点、－2 点を与えて件数との

積を求め、これらを総件数で割って得点を算出しました。 

 

　得点が 0を超えると、その施策に「重要」「やや重要」との回答数が多く、一方、得点がマイナス

になると、「あまり重要でない」「重要でない」との回答数が多いことを表しています。 

 

■ 満足度の得点算出式 

満足度についての選択肢である「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」の各 1

件につき、それぞれ 2 点、1 点、0 点、－1 点、－2 点を与えて件数との積を求め、これ

らを総件数で割って得点を算出しました。 

 

　得点が 0を超えると、その施策に「満足」「やや満足」との回答数が多く、一方、得点がマイナス

になると、「やや不満」「不満」との回答数が多いことを表しています。 

 

 

 

得点　＝

「重要の回答件数」×2 点＋「やや重要の回答件数」×1 点

＋「普通の回答件数」×0 点＋「あまり重要でないの回答件

数」×－1 点＋「重要でないの回答件数」×－2 点

 

回答者総数－無回答数

 

 

得点　＝

「満足の回答件数」×2 点＋「やや満足の回答件数」×1 点

＋「普通の回答件数」×0 点＋「やや不満の回答件数」×－

1 点＋「不満の回答件数」×－2 点

 

回答者総数－無回答数
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□ 基本目標と施策の一覧 

石川町第 6次総合計画の基本目標と施策は次のとおりです。 

 【基本目標 1】健康で元気に暮らせるまち（保健・福祉・医療）

 〔施策①〕地域福祉の推進 

　全ての人が自分らしく暮らせる福祉社会の形成を図るため、人と人を結びつける見守りや

支え合いの強化と尊厳を保ちながら安心して暮らせる制度の構築・活用を推進します。

 〔施策②〕児童福祉の充実 

　子どもの成長を育む環境を充実し、子育てに誇りや喜びを感じることができるよう、妊

娠・出産から児童期まで切れ目ない支援体制の充実を図ります。また、援助を必要とする家

庭等の自立を支援します。

 〔施策③〕保健・医療の充実 

　町民の健康意識を高め、自ら健康づくりの実践ができるよう支援するとともに、疾病予防

や感染症対策を推進し、健康寿命の延伸に努めます。また、妊娠・出産・子育て期まで切れ

目のない支援体制の充実を図ります。更に、適切な地域医療体制の整備を進めます。

 〔施策④〕障がい者福祉の充実 

　障がいのある人が地域での共生と自立を目指し、社会参加の機会の確保・適切なサービス

の提供、社会的障壁を取り除き、総合的かつ計画的な支援体制の整備を推進します。

 〔施策⑤〕高齢者福祉の充実 

　高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を続けることができるよう、住まい・生活支

援・予防・医療・介護が包括的に提供される地域包括ケアシステムの整備を推進します。

 〔施策⑥〕人権尊重・権利擁護の推進 

　誰もが性別、年齢、職業、身体的状況、国籍などにかかわりなく、全ての人が個人として

尊重され、能力・個性を十分に発揮できる社会の実現を目指し、意識の啓発を進めるととも

に、被害者等への支援体制の整備を推進します。

 〔施策⑦〕保険制度 

　町民が生涯をとおして健康でいきいきと暮らせるよう、国民健康保険制度、後期高齢者医

療制度、介護保険制度の安定的な運営に努めます。

 【基本目標 2】活力ある産業を形成するまち（産業・観光）

 〔施策⑧〕農林業の振興 

　地域の特性・利点を活かした良質で安全な農産物等の産地形成を推進するとともに、農地

の利用集積による経営の合理化を推進し、希望の持てる農林業の振興を目指します。

 〔施策⑨〕商工業の振興 

　まちの賑わいづくりや中小企業者の経営支援に取り組むほか、創業支援により新たな活力

の創出を目指します。

 〔施策⑩〕雇用の創出 

　企業誘致の推進や立地企業の育成支援により、雇用の創出を図るとともに、キャリア教育

を推進し、若者の就業を支援します。

 〔施策⑪〕観光の振興 

　観光資源の魅力向上と効果的な情報の発信によって、通年での観光誘客を促進し、交流人

口の拡大を目指します。
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 【基本目標 3】豊かな心・町民文化を育むまち（教育・文化・スポーツ）

 〔施策⑫〕生涯学習の推進 

　町民一人ひとりが、生涯にわたり｢いつでも、どこでも、だれでも｣自由に学ぶこ

とができる環境づくりに努めるとともに、町民がいきいきと心豊かな生活ができ

るまちづくりを進めます。

 〔施策⑬〕社会教育の充実 

　青少年が心身ともに健やかに育つよう、家庭・学校・地域の教育力の向上を図り

ます。また、町民が交流し互いに高め合うことができる場の提供に努めるととも

に、地域を担う人材の育成を図ります。

 〔施策⑭〕学校教育の充実 

　石川町の次代を担う創造力ある人材の育成を目指すため、「確かな学力の向上」、

「豊かな心の育成」、「健やかな体の育成」を図るとともに、町内各校や家庭、地域

と連携しながら、地域とつながる学校教育の推進に努めます。また、児童生徒数の

推移等を見据えながら、計画的な施設整備に努めます。

 〔施策⑮〕文化の振興と歴史資源の継承 

　町民の文化活動を支援するとともに、文化活動とその成果がより広がり、高まっ

ていくための環境づくりを行います。また、郷土の貴重な文化財の保存・活用に努

め、先人が残した歴史資源を継承していきます。

 〔施策⑯〕鉱物の保存・活用 

　日本三大ペグマタイト鉱物産地の１つに数えられる、本町の鉱物資源の保存と

活用を図るとともに、郷土教育の一環として地学教育の普及に努めます。

 〔施策⑰〕スポーツの振興 

　町民一人ひとりがスポーツを通して健康の増進や体力の向上を図り、町民がい

きいきと心豊かな生活ができるように進めていきます。

 【基本目標 4】安全で住みよいまち（防災・生活環境）

 〔施策⑱〕消防・防災対策の充実 

　町民の生命と財産を守るため、消防・防災体制の充実を図る事とあわせて、大規

模な災害などに備えた防災対策に努めるとともに、地域の実情に即した対策を推

進し、安心して暮らせる地域づくりを目指します。

 〔施策⑲〕交通安全・防犯対策の充実 

　日常生活における安心と安全を確保するため、犯罪や、交通事故のない地域を目

指した町民一人ひとりの意識の高揚を図り、地域住民や、関係機関との連携による

犯罪のない、明るいまちづくりを目指します。

 〔施策⑳〕脱炭素・循環型社会の形成 

　環境に配慮する行動と意識の高揚を図り、脱炭素化社会の実現を目指すととも

に、豊かな自然を次世代に残せるよう水環境をはじめとした環境保全に努め、ゴミ

の減量化や分別、資源の有効活用など地球温暖化対策にも積極的に取り組みます。

 〔施策㉑〕放射能対策の推進 

　低線量被ばくや長期化する福島第一原子力発電所の廃炉問題など、放射能に対

する不安払拭のため、引き続き対策を講じていく必要があります。今後も、放射線
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 に関する正確な情報を迅速に伝えることに努めます。

 【基本目標 5】都市機能が充実したまち（生活基盤）

 〔施策㉒〕土地利用の推進 

　地域の重要な資源である自然と景観に配慮し、快適で安全な住環境の構築と持

続性のあるまちづくりを目指します。あわせて、高齢化、人口減少社会の変化に対

応した都市基盤のあり方を検討し、機能的かつ効率的な土地利用を図ります。

 〔施策㉓〕生活道路の充実 

　幹線道路や地域間を結ぶ生活道路の整備を進めると共に老朽化が進んでいる道

路や橋梁の修繕を図り、安全で快適な道路交通の確保に努めます。あわせて、地域

住民との協働による道路の環境整備を図ります。

 〔施策㉔〕河川環境整備の推進 

　災害に備えて河川の改修工事を進めるとともに、町内を流れる河川沿いには、桜

並木と公園があり、身近な公園として親しまれ、四季を通じて美しい景観を見せて

いることから、自然環境に配慮した環境整備を協働により進めます。

 〔施策㉕〕住環境の整備 

　定住促進を図るために、誰もが住みやすい住まいづくりの推進や災害に強い住

環境づくりに努めると共に町営住宅の整備による定した住宅の供給を図ります。

 〔施策㉖〕上水道の整備 

　安全安心な水道水の安定的な供給のため、浄水場の更新も含め、非耐震・老朽施

設の更新を図り、あわせて、給水区域の見直し及び水道料金の見直しを図ります。

 〔施策㉗〕公共交通網の整備 

　本町の公共交通における課題を解決し、将来的に持続可能な公共交通を維持・確

保するため、みんなが主役となり、町民協働による持続可能な交通まちづくりを目

指します。

 【基本目標 6】共に創るまち（地域自治・行政運営）

 〔施策㉘〕協働によるまちづくりの推進 

　それぞれの地域における歴史や地理的条件を踏まえ、地区まちづくり計画の策

定を通じて浮き彫りになった課題や改善点の解消に向けて、町は全課体制で相談

に応じ、積極的に支援していきます。また、自治センターや自治協議会の活性化に

向けて職員のスキルアップをはかるほか、人的支援を行います。

 〔施策㉙〕効率的な行財政運営 

　「最小の経費で最大の効果を挙げる」ことを真に追求し、住民福祉の増進を図る

とともに、町の将来を想像しながら的確な行財政運営に努めます。

 〔施策㉚〕広域行政・地方分権 

　社会情勢の変化や、日常生活圏の拡大等により多様化、高度化する広域的課題に

対し、周辺市町村との連携に取組み、広域行政、地方分権の推進を図ります。

 〔施策㉛〕デジタル化の推進 

　行政情報の多様化・高度化を推進し、日常生活の利便性を高め、町民の皆さんが

住みやすいまちづくりを目指します。
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 〔施策㉜〕町民参加 

　行政情報を分かりやすく町民の皆さんに伝えるとともに、町政懇談会等の広聴

活動を進め、町民参加のまちづくりを目指します。

 〔施策㉝〕まちなか再生の推進 

　人と人とが交流する重要な場所であるまちなかで、イベントやコミュニティ活

動などを、町民、事業者、行政が、官民協働・公民連携の持続可能なまちづくりを

実施することにより、活力と賑わいのあるまちなかを実現するための事業を推進

します。
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 (1)「重要度」を基本目標の施策順に並べた、前回調査との得点比較 

総合計画基本目標の施策順に並べ、「重要度」について前回調査の得点と比較した結果、

次の表のとおりとなりました。 

 
基本目標 施策

今回 

(R7)得点

前回 

(R5)得点
得点増減

 

【基本目標 1】 

健康で元気に暮らせる

まち〔保健・福祉・医療〕

① 地域福祉の推進 1.12 1.17 ↓ ▲ 0.05

 ② 児童福祉の充実 1.39 1.42 ↓ ▲ 0.03

 ③ 保健・医療の充実 1.36 1.43 ↓ ▲ 0.07

 ④ 障がい者福祉の充実 1.32 1.11 ↑ 0.21

 ⑤ 高齢者福祉の充実 1.03 1.16 ↓ ▲ 0.13

 ⑥ 人権尊重・権利擁護の推進 0.83 0.74 ↑ 0.09

 ⑦ 保険制度 1.40 1.21 ↑ 0.19

 

【基本目標 2】 

活力ある産業を形成す

るまち〔産業・観光〕

⑧ 農林業の振興 0.64 0.84 ↓ ▲ 0.20

 ⑨ 商工業の振興 0.63 0.88 ↓ ▲ 0.25

 ⑩ 雇用の創出 1.28 1.27 ↑ 0.01

 ⑪ 観光の振興 0.87 0.88 ↓ ▲ 0.01

 

【基本目標 3】 

豊かな心・町民文化を育

むまち〔教育・文化・ス

ポーツ〕

⑫ 生涯学習の推進 0.69 0.68 ↑ 0.01

 ⑬ 社会教育の充実 0.71 0.57 ↑ 0.14

 ⑭ 学校教育の充実 1.34 1.19 ↑ 0.15

 ⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 0.35 0.33 ↑ 0.02

 ⑯ 鉱物の保存・活用 0.29 0.09 ↑ 0.20

 ⑰ スポーツの振興 0.78 0.70 ↑ 0.08

 

【基本目標 4】 

安全で住みよいまち 

〔防災・生活環境〕

⑱ 消防・防災対策の充実 1.36 1.08 ↑ 0.28

 ⑲ 交通安全・防犯対策の充実 1.15 0.87 ↑ 0.28

 ⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 0.99 0.85 ↑ 0.14

 ㉑ 放射能対策の推進 0.85 0.53 ↑ 0.32

 

【基本目標 5】 

都市機能が充実したま

ち〔生活基盤〕

㉒ 土地利用の推進 0.55 1.13 ↓ ▲ 0.58

 ㉓ 生活道路の充実 1.11 1.12 ↓ ▲ 0.01

 ㉔ 河川環境整備の推進 1.22 0.95 ↑ 0.27

 ㉕ 住環境の整備 1.08 0.98 ↑ 0.10

 ㉖ 上水道の整備 1.35 1.15 ↑ 0.20

 ㉗ 公共交通網の整備 1.14 1.01 ↑ 0.13

 

【基本目標 6】 

共に創るまち 

〔地域自治・行政運営〕

㉘ 協働によるまちづくりの推進 0.63 0.51 ↑ 0.12

 ㉙ 効率的な行財政運営 0.92 0.85 ↑ 0.07

 ㉚ 広域行政・地方分権 1.08 0.40 ↑ 0.68

 ㉛ デジタル化の推進 0.89 0.88 ↑ 0.01

 ㉜ 町民参加 0.79 0.33 ↑ 0.46

 ㉝ まちなか再生の推進 0.66 0.62 ↑ 0.04
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 (2)「満足度」を基本目標の施策順に並べた、前回調査との得点比較 

総合計画基本目標の施策順に並べ、「満足度」について前回調査の得点と比較した結果、

次の表のとおりとなりました。 

 
基本目標 施策

今回 

(R7)得点

前回 

(R5)得点
得点増減

 

【基本目標 1】 

健康で元気に暮らせる

まち〔保健・福祉・医療〕

① 地域福祉の推進 0.26 ▲ 0.22 ↑ 0.48

 ② 児童福祉の充実 0.55 ▲ 0.10 ↑ 0.65

 ③ 保健・医療の充実 0.39 ▲ 0.05 ↑ 0.44

 ④ 障がい者福祉の充実 0.51 ▲ 0.17 ↑ 0.68

 ⑤ 高齢者福祉の充実 0.32 ▲ 0.14 ↑ 0.46

 ⑥ 人権尊重・権利擁護の推進 0.35 ▲ 0.13 ↑ 0.48

 ⑦ 保険制度 0.42 ▲ 0.05 ↑ 0.47

 

【基本目標 2】 

活力ある産業を形成す

るまち〔産業・観光〕

⑧ 農林業の振興 ▲ 0.09 ▲ 0.48 ↑ 0.39

 ⑨ 商工業の振興 0.05 ▲ 0.44 ↑ 0.49

 ⑩ 雇用の創出 0.22 ▲ 0.61 ↑ 0.83

 ⑪ 観光の振興 ▲ 0.01 ▲ 0.26 ↑ 0.25

 

【基本目標 3】 

豊かな心・町民文化を育

むまち〔教育・文化・ス

ポーツ〕

⑫ 生涯学習の推進 0.19 ▲ 0.17 ↑ 0.36

 ⑬ 社会教育の充実 0.35 ▲ 0.04 ↑ 0.39

 ⑭ 学校教育の充実 0.56 ▲ 0.07 ↑ 0.63

 ⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 ▲ 0.06 0.02 ↓ ▲ 0.08

 ⑯ 鉱物の保存・活用 ▲ 0.01 ▲ 0.08 ↑ 0.07

 ⑰ スポーツの振興 0.52 ▲ 0.19 ↑ 0.71

 

【基本目標 4】 

安全で住みよいまち 

〔防災・生活環境〕

⑱ 消防・防災対策の充実 0.44 ▲ 0.09 ↑ 0.53

 ⑲ 交通安全・防犯対策の充実 0.40 ▲ 0.08 ↑ 0.48

 ⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 0.24 ▲ 0.10 ↑ 0.34

 ㉑ 放射能対策の推進 0.32 ▲ 0.10 ↑ 0.42

 

【基本目標 5】 

都市機能が充実したま

ち〔生活基盤〕

㉒ 土地利用の推進 ▲ 0.22 ▲ 0.53 ↑ 0.31

 ㉓ 生活道路の充実 0.18 ▲ 0.50 ↑ 0.68

 ㉔ 河川環境整備の推進 0.28 ▲ 0.33 ↑ 0.61

 ㉕ 住環境の整備 0.26 ▲ 0.32 ↑ 0.58

 ㉖ 上水道の整備 0.24 ▲ 0.41 ↑ 0.65

 ㉗ 公共交通網の整備 0.28 ▲ 0.35 ↑ 0.63

 

【基本目標 6】 

共に創るまち 

〔地域自治・行政運営〕

㉘ 協働によるまちづくりの推進 0.14 ▲ 0.07 ↑ 0.21

 ㉙ 効率的な行財政運営 0.43 ▲ 0.20 ↑ 0.63

 ㉚ 広域行政・地方分権 0.46 ▲ 0.13 ↑ 0.59

 ㉛ デジタル化の推進 0.34 ▲ 0.07 ↑ 0.41

 ㉜ 町民参加 0.33 ▲ 0.07 ↑ 0.40

 ㉝ まちなか再生の推進 0.25 ▲ 0.31 ↑ 0.56
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 (3)「重要度」が高い施策順に並べた、前回調査との順位比較 

総合計画基本目標の施策を「重要度」が高い順に並べ、前回調査の順位と比較した結果、

次の表のとおりとなりました。 

 
 
 

 
分野 施策

今回 

(R7)順位

前回 

(R5)順位
順位変動

 保健・福祉・医療 ⑦ 保険制度 1 4 ↑ 3

 保健・福祉・医療 ② 児童福祉の充実 2 2 － 0

 保健・福祉・医療 ③ 保健・医療の充実 3 1 ↓ ▲ 2

 防災・生活環境 ⑱ 消防・防災対策の充実 3 12 ↑ 9

 生活基盤 ㉖ 上水道の整備 5 8 ↑ 3

 教育・文化・スポーツ ⑭ 学校教育の充実 6 5 ↓ ▲ 1

 保健・福祉・医療 ④ 障がい者福祉の充実 7 11 ↑ 4

 産業・観光 ⑩ 雇用の創出 8 3 ↓ ▲ 5

 生活基盤 ㉔ 河川環境整備の推進 9 15 ↑ 6

 防災・生活環境 ⑲ 交通安全・防犯対策の充実 10 19 ↑ 9

 生活基盤 ㉗ 公共交通網の整備 11 13 ↑ 2

 保健・福祉・医療 ① 地域福祉の推進 12 6 ↓ ▲ 6

 生活基盤 ㉓ 生活道路の充実 13 10 ↓ ▲ 3

 生活基盤 ㉕ 住環境の整備 14 14 － 0

 地域自治・行政運営 ㉚ 広域行政・地方分権 14 30 ↑ 16

 保健・福祉・医療 ⑤ 高齢者福祉の充実 16 7 ↓ ▲ 9

 防災・生活環境 ⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 17 20 ↑ 3

 地域自治・行政運営 ㉙ 効率的な行財政運営 18 20 ↑ 2

 地域自治・行政運営 ㉛ デジタル化の推進 19 16 ↓ ▲ 3

 産業・観光 ⑪ 観光の振興 20 16 ↓ ▲ 4

 防災・生活環境 ㉑ 放射能対策の推進 21 28 ↑ 7

 保健・福祉・医療 ⑥ 人権尊重・権利擁護の推進 22 23 ↑ 1

 地域自治・行政運営 ㉜ 町民参加 23 31 ↑ 8

 教育・文化・スポーツ ⑰ スポーツの振興 24 24 － 0

 教育・文化・スポーツ ⑬ 社会教育の充実 25 27 ↑ 2

 教育・文化・スポーツ ⑫ 生涯学習の推進 26 25 ↓ ▲ 1

 地域自治・行政運営 ㉝ まちなか再生の推進 27 26 ↓ ▲ 1

 産業・観光 ⑧ 農林業の振興 28 22 ↓ ▲ 6

 産業・観光 ⑨ 商工業の振興 29 16 ↓ ▲ 13

 地域自治・行政運営 ㉘ 協働によるまちづくりの推進 29 29 － 0

 生活基盤 ㉒ 土地利用の推進 31 9 ↓ ▲ 22

 教育・文化・スポーツ ⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 32 31 ↓ ▲ 1

 教育・文化・スポーツ ⑯ 鉱物の保存・活用 33 33 － 0
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 (4)「満足度」が高い施策順に並べた、前回調査との順位比較 

総合計画基本目標の施策を「満足度」が高い順に並べ、前回調査の順位と比較した結果、

次の表のとおりとなりました。 

 

 
分野 施策

今回 

(R7)順位

前回 

(R5)順位
順位変動

 教育・文化・スポーツ ⑭ 学校教育の充実 1 5 ↑ 4

 保健・福祉・医療 ② 児童福祉の充実 2 12 ↑ 10

 教育・文化・スポーツ ⑰ スポーツの振興 3 20 ↑ 17

 保健・福祉・医療 ④ 障がい者福祉の充実 4 18 ↑ 14

 地域自治・行政運営 ㉚ 広域行政・地方分権 5 15 ↑ 10

 防災・生活環境 ⑱ 消防・防災対策の充実 6 11 ↑ 5

 地域自治・行政運営 ㉙ 効率的な行財政運営 7 21 ↑ 14

 保健・福祉・医療 ⑦ 保険制度 8 3 ↓ ▲ 5

 防災・生活環境 ⑲ 交通安全・防犯対策の充実 9 9 － 0

 保健・福祉・医療 ③ 保健・医療の充実 10 3 ↓ ▲ 7

 保健・福祉・医療 ⑥ 人権尊重・権利擁護の推進 11 15 ↑ 4

 教育・文化・スポーツ ⑬ 社会教育の充実 11 2 ↓ ▲ 9

 地域自治・行政運営 ㉛ デジタル化の推進 13 5 ↓ ▲ 8

 地域自治・行政運営 ㉜ 町民参加 14 5 ↓ ▲ 9

 保健・福祉・医療 ⑤ 高齢者福祉の充実 15 17 ↑ 2

 防災・生活環境 ㉑ 放射能対策の推進 15 12 ↓ ▲ 3

 生活基盤 ㉔ 河川環境整備の推進 17 26 ↑ 9

 生活基盤 ㉗ 公共交通網の整備 17 27 ↑ 10

 保健・福祉・医療 ① 地域福祉の推進 19 22 ↑ 3

 生活基盤 ㉕ 住環境の整備 19 25 ↑ 6

 地域自治・行政運営 ㉝ まちなか再生の推進 21 24 ↑ 3

 防災・生活環境 ⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 22 12 ↓ ▲ 10

 生活基盤 ㉖ 上水道の整備 22 28 ↑ 6

 産業・観光 ⑩ 雇用の創出 24 33 ↑ 9

 教育・文化・スポーツ ⑫ 生涯学習の推進 25 18 ↓ ▲ 7

 生活基盤 ㉓ 生活道路の充実 26 31 ↑ 5

 地域自治・行政運営 ㉘ 協働によるまちづくりの推進 27 5 ↓ ▲ 22

 産業・観光 ⑨ 商工業の振興 28 29 ↑ 1

 産業・観光 ⑪ 観光の振興 29 23 ↓ ▲ 6

 教育・文化・スポーツ ⑯ 鉱物の保存・活用 29 9 ↓ ▲ 20

 教育・文化・スポーツ ⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 31 1 ↓ ▲ 30

 産業・観光 ⑧ 農林業の振興 32 30 ↓ ▲ 2

 生活基盤 ㉒ 土地利用の推進 33 32 ↓ ▲ 1
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Ⅲ.分析 

 

1.ポートフォリオ分析 

　ポートフォリオ分析は、「満足度」と「重要度」を 2つの軸として各施策を位置付け、継

続すべき施策や重点課題等を明確にする分析です。 

　「満足度」「重要度」の平均値を中心に 4つのエリアに区分し、相対的な評価として下図

のとおり施策を分類します。 

 

 

 

 

・第１エリア：継続推進 

　〔満足度高×重要度高〕高い評価を維持するための取組みを継続すべきエリア。 

 

・第２エリア：現状維持（見直し・効率化） 

　〔満足度高×重要度低〕現状を維持しつつ、内容によっては効率化や見直しを検討すべ

きエリア。 

 

・第３エリア：重点課題 

　〔満足度低×重要度高〕最優先に改善を進めるべきエリア。 

 

・第４エリア：課題（推進又は見直し） 

　〔満足度低×重要度低〕必要に応じた推進や、事業の廃止・見直しを検討すべきエリア。 

 

 

 

 

 

現状維持 

（見直し・効率化）
継続推進

 

課題 

（推進又は見直し）
重点課題

満 

足 

度

重 要 度

重要度の平均値

満足度の平均値

高

高低

低

第１エリア第２エリア

第４エリア 第３エリア
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 (1)ポートフォリオ図 

　アンケート調査の結果、ポートフォリオ図は次のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 

足 

度

重 要 度

平均値 0.96

平均値 0.27
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 (2)R7 ポートフォリオ分析結果 

　ポートフォリオ分析の結果、総合計画基本目標の各施策は次のとおり分類されました。 

 

 第１エリア 

継続推進

第２エリア 

現状維持（見直し・効率化）

第３エリア 

重点課題

第４エリア 

課題（推進又は見直し）

 

② 児童福祉の充実
⑥ 人権尊重・権利擁

護の推進
① 地域福祉の推進 ⑧ 農林業の振興

 

③ 保健・医療の充実 ⑬ 社会教育の充実 ⑩ 雇用の創出 ⑨ 商工業の振興

 ④ 障がい者福祉の

充実
⑰ スポーツの振興

⑳ 脱炭素・循環型社

会の形成
⑪ 観光の振興

 ⑤ 高齢者福祉の充

実

㉑ 放射能対策の推

進
㉓ 生活道路の充実 ⑫ 生涯学習の推進

 

⑦ 保険制度
㉙ 効率的な行財政

運営
㉕ 住環境の整備

⑮ 文化の振興と歴

史資源の継承

 

⑭ 学校教育の充実
㉛ デジタル化の推

進
㉖ 上水道の整備 ⑯ 鉱物の保存・活用

 ⑱ 消防・防災対策の

充実
㉜ 町民参加 ㉒ 土地利用の推進

 ⑲ 交通安全・防犯対

策の充実

㉘ 協働によるまち

づくりの推進

 ㉔ 河川環境整備の

推進

㉝ まちなか再生の

推進

 ㉗ 公共交通網の整

備

 ㉚ 広域行政・地方分

権



16 

 （3）前回調査との比較 

　ポートフォリオ分析結果を前回調査と比較すると、次の表のとおりとなりました。 

 

 

 
施策

今回 

(R7)エリア

前回 

(R5)エリア
変動

 ① 地域福祉の推進 エリア 3 エリア 3

 ② 児童福祉の充実 エリア 1 エリア 1

 ③ 保健・医療の充実 エリア 1 エリア 1

 ④ 障がい者福祉の充実 エリア 1 エリア 1

 ⑤ 高齢者福祉の充実 エリア 1 エリア 1

 ⑥ 人権尊重・権利擁護の推進 エリア 2 エリア 2

 ⑦ 保険制度 エリア 1 エリア 1

 ⑧ 農林業の振興 エリア 4 エリア 4

 ⑨ 商工業の振興 エリア 4 エリア 3 変動あり（3→4）

 ⑩ 雇用の創出 エリア 3 エリア 3

 ⑪ 観光の振興 エリア 4 エリア 3 変動あり（3→4）

 ⑫ 生涯学習の推進 エリア 4 エリア 2 変動あり（2→4）

 ⑬ 社会教育の充実 エリア 2 エリア 2

 ⑭ 学校教育の充実 エリア 1 エリア 1

 ⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 エリア 4 エリア 2 変動あり（2→4）

 ⑯ 鉱物の保存・活用 エリア 4 エリア 2 変動あり（2→4）

 ⑰ スポーツの振興 エリア 2 エリア 2

 ⑱ 消防・防災対策の充実 エリア 1 エリア 1

 ⑲ 交通安全・防犯対策の充実 エリア 1 エリア 2 変動あり（2→1）

 ⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 エリア 3 エリア 2 変動あり（2→3）

 ㉑ 放射能対策の推進 エリア 2 エリア 2

 ㉒ 土地利用の推進 エリア 4 エリア 3 変動あり（3→4）

 ㉓ 生活道路の充実 エリア 3 エリア 3

 ㉔ 河川環境整備の推進 エリア 1 エリア 3 変動あり（3→1）

 ㉕ 住環境の整備 エリア 3 エリア 3

 ㉖ 上水道の整備 エリア 3 エリア 3

 ㉗ 公共交通網の整備 エリア 1 エリア 3 変動あり（3→1）

 ㉘ 協働によるまちづくりの推進 エリア 4 エリア 2 変動あり（2→4）

 ㉙ 効率的な行財政運営 エリア 2 エリア 2

 ㉚ 広域行政・地方分権 エリア 1 エリア 2 変動あり（2→1）

 ㉛ デジタル化の推進 エリア 2 エリア 1 変動あり（1→2）

 ㉜ 町民参加 エリア 2 エリア 2

 ㉝ まちなか再生の推進 エリア 4 エリア 4
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　ポートフォリオ分析のエリア変動は次の 12 パターンとなります。 

 

◇変動パターン①【エリア１(継続推進) → エリア２(現状維持)】 

　満足度が高いまま、重要度が低下した施策で、次の１施策が該当しました。 

 

◇変動パターン②【エリア１(継続推進) → エリア３(重点課題)】 

　満足度が低下し、重要度が高いままの施策で、この変動パターンに該当する施策はあり

ませんでした。 

 

◇変動パターン③【エリア１(継続推進) → エリア４(課題)】 

　満足度、重要度の両方が低下した施策で、この変動パターンに該当する施策はありませ

んでした。 

 

◇変動パターン④【エリア２(現状維持) → エリア１(継続推進)】 

　満足度が高いまま、重要度が上昇した施策で、次の２施策が該当しました。 

 

 　施策の質が維持できているが、優先度が下がっていることから、今後は現状を維持しな

がら必要に応じて見直しや効率化を行う必要があります。 

㉛ デジタル化の推進

 　重要施策であるにもかかわらず、満足度が下がっていることから、早急に改善を行う必

要があります。 

該当施策なし

 　評価と優先度が低下していることから、今後は事業を再検討し、縮小や廃止を含めた抜

本的見直しを行う必要があります。 

該当施策なし

 　重要な施策との認識が高まっていることから、今後は取組みを継続しながら必要に応

じて取組みを拡充していく必要があります。 

⑲ 交通安全・防犯対策の充実 

㉚ 広域行政・地方分権
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◇変動パターン⑤【エリア２(現状維持) → エリア３(重点課題)】 

　満足度が低下し、重要度が上昇した施策で、次の１施策が該当しました。 

 

◇変動パターン⑥【エリア２(現状維持) → エリア４(課題)】 

　満足度が低下し、重要度が低いままの施策で、次の４施策が該当しました。 

 

◇変動パターン⑦【エリア３(重点課題) → エリア１(継続推進)】 

　満足度が上昇し、重要度が高いままの施策で、次の２施策が該当しました。 

 

◇変動パターン⑧【エリア３(重点課題) → エリア２(現状維持)】 

　満足度が上昇し、重要度が低下した施策で、この変動パターンに該当する施策はありま

せんでした。 

 

 　重要度が高まっているのに、満足度が下がっていることから、今後は最優先で改善に取

り組む必要があります。 

⑳ 脱炭素・循環型社会の形成

 　満足度が下がったが、重要度が高まっていないため、今後は進め方の見直しを検討する

必要があります。 

⑫ 生涯学習の推進 

⑮ 文化の振興と歴史資源の継承 

⑯ 鉱物の保存・活用 

㉘ 協働によるまちづくりの推進

 　重要施策として高い評価を得ていることから、今後は継続的に推進し、質を維持してい

く必要があります。 

㉔ 河川環境整備の推進 

㉗ 公共交通網の整備

 　満足度が上昇した一方、重要度が下がっていることから、今後は現状を維持しながら必

要に応じて見直しや効率化を行う必要があります。 

該当施策なし



19 

◇変動パターン⑨【エリア３(重点課題) → エリア４(課題)】 

　満足度が低いまま、重要度が低下した施策で、次の３施策が該当しました。 

 

◇変動パターン⑩【エリア４(課題) → エリア１(継続推進)】 

　満足度、重要度の両方が上昇した施策で、この変動パターンに該当する施策はありませ

んでした。 

 

◇変動パターン⑪【エリア４(課題) → エリア２(現状維持)】 

　満足度が上昇し、重要度が低いままの施策で、この変動パターンに該当する施策はあり

ませんでした。 

 

◇変動パターン⑫【エリア４(課題) → エリア３(重点課題)】 

　満足度が低いまま、重要度が上昇した施策で、この変動パターンに該当する施策はあり

ませんでした。 

 

 　重要課題としての位置付けが弱まり、優先度が下がっていることから、今後は進め方の

見直しを検討する必要があります。 

⑨ 商工業の振興 

⑪ 観光の振興 

㉒ 土地利用の推進

 　重要性が増し、評価も改善していることから、今後も取組みを継続していく必要があり

ます。 

該当施策なし

 　評価は改善したが、優先度は高くないため、今後は現状を維持し必要に応じて見直しや

効率化を図る必要があります。 

該当施策なし

 　重要度が上がっている一方、満足度が低いので、今後は優先的に改善を図る必要があり

ます。 

該当施策なし
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Ⅳ.町の取り組みに対するご意見 

　町の取り組みに対し、自由記述でご意見をうかがったところ、多くのご意見をお寄せい

ただきました。その概要を掲載します。 

 

② 児童福祉の充実 

　1.どこの町にも安心して遊ぶ場所、公園などあるのに、石川町にはモトガッコしかない

し、大きい子が遊ぶ遊具はない。 

　2.ひとり親の非課税者だけ優遇される支援金があるけど…非課税者以外のひとり親も生

活困難な人たちはいる！ 

　3.子どもが病気になったときに預かって看てもらえるサービスがほしい。 

　4.子どもたちの成長に従い必要なことの見える化をしてほしい。 

　5.子どもにかかる費用は、町ですべて負担すれば人口減少を食い止められるのではない

か現金では親の趣味等に使われてしまうのではないか。 

　6.子育て支援の現金給付の充実。子育て広場を増やしてください。こども園の運営（1号

認定は預からないなど）の方針を明確にしてほしい。 

　7.子育て支援の充実お願いします。 

　8.子供たちが風、雨があっても遊ぶところがないため、例として矢吹町室内キッズや郡

山市にあるキッズ施設を石川町に作ってもらいたい。石川町の統廃合になった体育館

または学校の一部を要望いたします。 

　9.児童クラブが 18 時 45 分までだと迎えが間に合いません。不便だと感じています。19

時まで預かってくれると助かります。ご検討よろしくお願いします。 

　10.児童クラブの運営は、放課後のみではなく登校前も実施すべき 

　11.税金を納めているので、希望する保育を受けさせて欲しい。こども園に入れず私立の

幼稚園に通っています。 

　12.低所得とか関係なしに 1人親と高齢者に給付金を出してほしい。 

　13.子どもが安心して生活できるまちづくりをしてほしい。 

　14.児童クラブの長期休み中、7 時 45 分からの開所ですと、開所までの間、たくさんの

お子さんが児童クラブ前で待つことになっています。子どもたちだけで待つのが心配

ですが、仕事が間に合わないので仕方がなくおいて行くのが現状です。開所時間を早

めていただきたいです。 

 

③ 保健・医療の充実 

　15.インフルエンザ、コロナなどの検査キッドがなかなか手に入らないので役場や特定の

病院で手に入るようにして欲しいです。 

　16.チョコザッブの様な気軽にできるスポーツ施設がほしい。また、仕事帰りや夜のトレ

ーニングコーチ(最新の情報知識を持ちコーチ自身も向上心のある方)が居たら嬉しい。 

　17.ピラティスなどは夜の時間帯をつくってほしい。 
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　18.医療や観光などに特化した独自の町政運営を期待します。ライザップの受講も、もっ

と広く周知していただきたい。 

　19.格安価格の入浴施設があればうれしいです！ 

　20.休日診療について、休日に当番医があることは大変ありがたく思っていますが、平田

病院が当番医として多いので、距離的に遠く、行くのが大変です。町内の医院、診療

所が多ければ良いなと思っております。 

　21.健康診断をネットで申し込めと言われても高齢者はできない。地区ごとに日時を指定

し、集合場所から送迎してはどうか。町民プールでの運動教室も夜の開催はできない

のか。 

　22.子どもがいる家庭の親に対してインフルエンザワクチン接種費の補助をしてほしい。 

　23.小児科クリニックの招致をしてほしい。 

　24.町民が自由に使えるフィットネスとか、いろいろな施設がほしい。 

　25.病院（耳鼻科、皮膚科、産婦人科）、喫茶店を作ってほしい。 

 

④ 障がい者福祉の充実 

　26.障がい者への取り組みとして「地域社会との共生、自立、社会参加の機会確保」等を

掲げているが、物質的内容であり、本当に必要な現実的具体策が乏しく、当事者とし

て非常に困っている。 

 

⑤ 高齢者福祉の充実 

　27.「敬老会について」全員に商品券のお祝いが配布されるようですが、買い物に行けな

い方には残念ながらありがたくないようです。全員に届ける方法は大変でしょうが、

何らかの品物の方が良いと思います。 

　28.「子ども食堂について」、一人暮らしの高齢の方にも子ども食堂と並行して利用でき

る制度があると思います。無料かあるいは格安の料金で月１回ぐらい食べてほしいで

す。 

　29.この物価高、年金だけの生活も苦しいです。 

　30.健康寿命を延ばす取り組みと共に、在宅での看取り支援、これに力を入れることは、

町として大きな魅力となり、移住者も増えるのではないか。町内を管轄している居宅

ケアマネ、医師等まだまだ在宅での看取りに対する取り組みが低い。南東北や平田中

央のデイサービスもある。大きな病院と協力して取り組むことはできないか。 

　31.高齢者のタクシー料金・温泉施設利用助成事業について、自分で役場に行き、申請し

ないともらえないので、７５歳時点で郵送してほしい。 

　32.子どもも大事ですが、年寄りがもっと住みやすくなるように…と願います。 

　33.自宅で介護している方に補助金を出しては。 

　34.石川町の今の取り組みは私達高齢者にとっては大変満足しております。 

　35.大きな高齢者施設があると、この先安心した生活ができる。 
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⑧ 農林業の振興 

　36.クマ対策として、柿の木等の伐採の際の補助金交付をぜひお願いします。 

　37.休耕地の活用を促し、害虫の発生を食い止めてほしい。 

　38.耕作放棄地においても進んで作物や稲作ができるように町でも支援していくべきだ。

手が行き届いていない農地は、野生動物の増加や土砂災害のリスクも高くなる。 

　39.担い手不足、高齢化、耕作放棄地の増加（コメ農家）、今後の石川町のために考え、

日々頑張り行動している人をしっかり支援すべきである。　 

　40.猫のわるさを考えてほしい。畑に野菜の種をまき、苗を植えても、うんち、おしっこ

をして、それに庭を手入れしてきれいにしても、そこにもする。プランターにも、家

の周りの柔らかいところにも。どうにかならないのかな。 

　41.農業施策に力を入れてほしい。 

 

⑨ 商工業の振興 

　42.小中高生が頑張っているので、食べるところ、ファミレスのような価格をおさえたレ

ストランがほしい。 

　43.町の中で飲食店が少ないので憩いの店がほしい。 

 

⑩ 雇用の創出 

　44.もっと働ける町、地元で仕事できる、町にして欲しい。 

　45.企業誘致に全力で取り掛かる必要がある。 

　46.企業誘致に力を入れて、町を活性化する策を講じる必要があると思います。 

　47.企業誘致に力を入れてほしい。 

　48.企業誘致を進め、将来、現在の児童生徒が働けるような町づくりをしていただきたい。 

　49.企業誘致政策に尽力願いたい。 

　50.工場誘致をしてほしい。 

　51.在学中の就職に対する動機付けと合わせ、県外で学び、キャリアを積んでも、地元就

職も選択肢が少なく、雇用の場の創出が必要。 

　52.時短や単発バイトの仕事を探している人と企業が町内で繋がるような仕組みが欲し

いです。学生や主婦層が働ける時に働けば地域活性化に繋がると思います。 

　53.新しい企業を誘致してほしい。 

　54.新規就業者支援が十分になされてないように感じる。 

　55.石川町の人口流出を何とかしなくてはいけないと思います。難しいと思いますが、企

業の誘致でも行い、根付いてくれると良いのですが。 

　56.大卒者が多数働ける企業誘致を。 

　57.町内で働く場所を確保してほしい。 

　58.働く場所（企業誘致）を積極的に展開して、町民の雇用の確保と町への税収入効果と

商店の活性化を願います。 
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　59.働く場所が少ない。 

　60.企業誘致の積極推進。 

 

⑪ 観光の振興 

　61.「さくらフェスタ」「オータムフェスタ」等、イベントをやっていますが、町内の人

しか来ないのでは外からお金が入らないのではないですか？ 

　62.「桜谷の街」をもっと PR して多くの人が石川町に来てくれるといいなと思います。 

　63.もっと多くの人に桜をみてもらいたい。 

　64.今出川、北須川の桜の枝落としを実施してほしい。 

　65.桜の木の手入れをしていない。 

　66.神社の紅葉がとても綺麗です。町の方で杉の伐採などを進めていただき、紅葉や桜、

アジサイなど見に来てもらえる場所にしてもらい、町中の人が集まり、商店なども工

夫して、くつろげる場所になったらと思います。 

　67.町外からきた人たちの食べたり、休んだりするところが少ない。 

　68.町内の観光資源の掘り起こしと整備、整理、PR をしてほしい。 

　69.母畑のレークサイド、レストランが何年もあいているのですが、考えがあるのですか。 

　70.モトガッコで開かれる桜まつり、夏祭りなどいつも同じ店や、同じ催し物で、子供だ

けが楽しんでいるため、大人も子供も楽しめるイベントにしてほしい。 

　71.石川町でウォーキングイベントがあれば集客が出来るのかなと思っています。他の地

域の方からは‘あの桜は凄いね、どこに車停めればいいの？’と聞かれます集客能力

があるのに勿体ないと思います。 

 

⑭ 学校教育の充実 

　72.中学校講師の不祥事はとても衝撃的だった。町として大々的に検証してきちんと検証

する機会が乏しいと思った。教育委員会はもっと風通しよくしてほしい。教師の評価

に対し、生徒や保護者がどう感じているのか、怪しい行動はないか、人間性はどうか

もっと頻繁にアンケートなどをとりそれを公表してほしい。 

 

⑱ 消防・防災対策の充実 

　73.熊は大丈夫なのでしょうか？私もウォーキングしますが、安心して歩けるのか不安を

感じます。 

　74.広報無線が聞きづらいので二度放送してほしい。 

　75.広報無線について、遠くにいて聞き取れないことがあるので重要な部分は繰り返して

ほしい。 

　76.災害対策に力を入れてほしい。 

　77.消防団はいつになったら辞めれるのか早急に対応してほしい、家族との時間もなくな

る 
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　78.町の防災訓練に参加し、「やって終わり」感を強く感じましたた。町の行事に参加す

るたびに「リーダーシップ」の欠如と「やって終わり」を感じることが少なくないと

感じております。 

　79.避難場所、避難場所の整備状況、備蓄品等を広報などで知らせてほしい。 

 

⑲ 交通安全・防犯対策の充実 

　80.鼓笛隊パレードは平日に行い、観客もまばら、雨になれば中止と全くやる気を感じら

れない。オータムフェスタで行う、雨の日は体育館で実施するなどいろいろと改善方

法はある。 

　81.高校生の自転車通学が非常に危ない。サッカーグラウンドや寮までの移動など路側帯

が狭い場所を集団で移動している。いつか大きな事故につながる可能性がある。道路

の整備や自転車マナーの徹底をしてほしい。 

　82.自転車の高校生が多いが街灯が少なく、運転する側からしてもヒヤッとする場面が多

い。 

　83.通学路に草がはみ出ていて危ない（石川駅の上）。桜が丘学園の生徒と自転車通学の

生徒で道（歩道）が狭く、危ない。沢井真明田付近から、外灯がなく、歩行者、自転車

が真っ暗でたいへん。車を運転していると危ない。　　 

 

⑳ 脱炭素・循環型社会の形成 

　84.ゴミステーションの保管小屋がおそまつで壊れていても使われ続けているので、クマ

対策にも関連するので予算化してほしい。クリーンエネルギー対策の補助が少ないと

思う。増やしていただきたい。 

　85.下水道及び集落排水の整備とゴミ収集の見直しを検討頂きたい。 

　86.熊の報道がたくさんあります　熊がどこに出てくるかわからない状態でコンポスト

の推進は望ましくないのではないでしょうか？ 

　87.資源ごみの回収は毎週お願いしたいです。分別しても、長い間保存しておかなければ

回収してもらえないので、普通ゴミに出してしまう。 

　88.川が汚れているので、下水道の整備に力を入れてほしい。 

　89.太陽光パネルが増えているが自然を壊してまで設置する必要があるのか。 

　90.電動自転車補助金を行っている町もある。ぜひ施行してほしい。 

 

㉑ 放射能対策の推進 

　91.食品の放射線検査で３件しかないのに、実施したと書いてありましたが、やらなくて

もいいのではと思いました。無駄使いのように思います。 

 

㉒ 土地利用の推進 
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　92.空いた土地は上手く活用して下さい。 

 

㉓ 生活道路の充実 

　93.公共事業（道路整備、河川の改良、上水道の改修）の進め方が遅い。 

　94.四つ角交差点が狭く、毎朝渋滞してしまう。バイパス道路の工事を早く進めてほしい。 

　95.沢田地区の町道、農道の拡張、アスファルト舗装を進めてほしいです。 

　96.町道の草刈り等をしっかりと行ってほしい。 

　97.町道の土手の草刈りを定期的にしてほしい。町道の白線が消えて雨の日が大変、事故

対策に重要。 

　98.町道の舗装修繕工事や拡張工事のみならず、法面補強や落石防止策も看板設置や応急

的な施策だけでなく吹き付けや土留めなど本格的な整備もすべきだ。 

　99.道路の出口付近の見えにくくなっている木々を切ってほしい。自転車等も見えにくい。

お知らせや広告などの旗も、もう少し道路から下がって設置してほしい。 

　100.道路の草が伸び放題で、何度も危ない目にあった。須賀川に向かう道路通りが以外

に多いので、もっと早く草を刈ってほしかった。 

　101.落ち葉などが道路に山積みになっており、その場を通る人がボランティアで片付け

ている。 

　102.過疎地の道路の整備をしてほしい。 

 

㉔ 河川環境整備の推進 

　103.河川内堆積物多く心配。 

 

㉕ 住環境の整備 

　104.空き家が増えて寂れているので工夫してもらいたい。 

　105.空き家の対策どのようにしてるのか。 

 

㉖ 上水道の整備 

　106.上下水道は最低限の整備を！町内に居住していないが、裏町は臭いので行きたくな

い。 

　107.水道の水がどぶくさい。 

　108.水道水が臭く、美味しくない。 

　109.水道水を使用できるようにしてほしい。 

　110.水道等のインフラ整備はしっかりと力を入れてほしい。 

　111.水道未普及地に水道の整備を望む。 

　112.水道水はまずくて飲めない。 
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㉗ 公共交通網の整備 

　113.タクシー運転手不足でタクシー券を配布しても利用できず、温泉券もそこまで行く

方法がなく、利用できない年配者が多いと聞いた。運転できるシルバー人材をタクシ

ー業務に利用しては。 

　114.タクシー券は、よく聞きますがすぐに来てもらえない、使うのに困っている人のお

話です。商品券の方が良い。 

　115.ミニバスはどこでも誰でもいつでも乗って利用できるよう、低コストの車輛で循環

していただけるとありがたいです。 

　116.水郡線利用、駅利用をもっと考えるべき。 

　117.徒歩で生活するのが不便、タクシーもなかなか来ない。 

　118.買物支援バスの件ですが、石川町内の方も利用できるのでしょうか。今はまだ坂道

（県石グラウンド側）も登れますが、これから先、年齢を重ねると不安があります。

というのも車の免許を返納して、一人暮らしなものですから、どうかご検討いただけ

ればうれしいです。 

 

㉘ 協働によるまちづくりの推進 

　119.私の部落は空き家も多くなっておりますが、少ない人数で道路の落ち葉を片付け、

春にはガードレールを洗って、環境を良くし、いつまで出来るかわからないけど、６

０代７０代のお父さん達が努力し、頑張っております。 

　120.地域おこし協力隊など、若い人のやりたいことをやらせてあげるべき。 

　121.町がどのような方向に進めたいのかの基本的方向が、その場限りの時点での対応が

多く見られます。町長が変わればそれで終わりとなるようなことばかりでは、町民の

行政とはならないので、そうならないように幅広くデータを集め、町のあるべき方向

を提示し、町民と共に進められるようお願いしたいものです。 

 

㉙ 効率的な行財政運営 

　122.具体的な数値（労働人口や出生率の増加、各種経済指標）として成果があらわれる

ような取組みを期待する。 

　123.施策に軽重をつけて、年次計画の最重点事業を明確にして取り組むことも必要かな

と思います。 

　124.職員の働き方ですが、せっかく専門で採用されたのにいろんな部署にいき、自分の

力が発揮できていないのでは・・・ないですか。それからせっかく慣れて仕事ができ

るようになったのに、また新しいところに行ってできない。町民が迷惑します。少し

でも多く石川町の人口を増やす努力をお願いします。（よその町の真似でもいいからや

ってみる） 

　125.町の公共施設の職員数の見直しを（人件費の削減）。 

　126.借金のない町にしてほしい。 



27 

㉛ デジタル化の推進 

　127.コドモンは利用しにくい。献立表を家で印刷すると小さくて見づらい。年間予定表

は出るが、あくまで予定ですと言われるだけで、コドモンのカレンダーを見てくださ

いとは言われないのは非常に不満です。 

　128.スマホ講座の回数を増やしてほしい。 

　129.アプリ「コドモン」はとても便利です。 

 

㉝ まちなか再生の推進 

　130.新田地区が中心になってしまった。旧商店街は歯抜け状態になってしまった。南町、

荒町地区を中心に区画整理して、新たな商店街を整備すべきだが・・？遅い気がする。 

　131.町の中に役場があった時は、課長さん、職員さんの顔が町中でお会いすることが多々

あったと思います。上に行ってからはそれもなく、町中が寂しく感じられます。 

　132.町の中心部が人通りがなくさみしい、活気ある町を望みます。 

　133.町中が活気がない金融機関にしか用事がない状態です。 

　134.買い物に不便。町中店舗がさびしい。 

　135.八槻市、秋祭り、年々人手が少なくなり少し淋しく思います。 

　136.来年度バイパスが開通すると聞いていますが、それに伴い、町内の空洞化が危惧さ

れます。対策は行われているのでしょうか。 

　137.道の駅よりも町の中が寂れていくのに何か手を打つのが先決。 

 

人口減少 

　138.結婚補助金の夫婦の合計所得５００万円以下いう条件がよくわからない。町の取り

組みの中で、一番力を入れているのはなに？よくわからない。 

　139.若い人たちが増える町にしてほしいと思います。 

　140.出生率が低く、高齢化が進む石川町については大きな危機感、不安を感じている。 

　141.少子化対策は地方が対策するには限界があり首都圏に将来は流出してしまう事から、

もっと国が前に立って対応するのがベストと思われる。地方は国にもっと強い要望を

出すべきである。 

　142.人口減少、過疎化など心配なことばかり。 

　143.人口減少が気になる。石川町は税金が高いので、他の町村に引っ越そうかなとの声

を聞きます。 

　144.石川コンから結婚に結びついた数が少ない、やめるべきでは？ 

 

情報発信 

　145.アンケート結果をしっかりと周知してほしい。 

　146.イベントについて、開催されることを知らない方も多いため PR にも力を入れても良



28 

いと思う。 

　147.過疎対策として、石川町は「街の幸福度ランキング」で一位に輝いたので、石川町

の魅力を一般に広く知らせ、若い人に定住を促したらどうでしょう。 

　148.結婚、育児、子どもに、たくさん制度があるけど知らなかった。聞かないと回答し

てくれない！ではなく、もっと多くの人に教えてあげるべき。 

　149.高齢者はアナログ意識がまだまだ高いですので、広報、文書等の周知にもご配慮お

願いいたします。 

　150.色々な取り組みをされているのはわかりますが、もっと PR が必要かと思います。 

　151.町で何を取り組んでいるのかわからない。広報に工夫が必要だと思う。 

　152.町の取り組みなどの情報をわかりやすく、すみずみまで届くよう発信してください。

サクライズ、サポータークラブ、地域応援隊等、町事業の裏方をやっていると思うの

ですが、よく伝わっていないように思われる。 

　153.町の取組みを幅広く PR すべき。 

　154.町の様々な取り組み計画に興味もなく、意識して知ろうともしなかったのですが、

色々と取り組んでいるのですね。良い取り組みも沢山あるのも分かりましたが、もっ

とイージーに町民の皆さんに周知出来る方法があるのでは？ 

　155.町をアピールする祭りとかイベントが少なすぎると思います。 

　156.町民に町の取り組みを分かりやすく伝わるようにしてほしい。ネットの活用等。 

 

道の駅 

　157.私も出来ることなら、何らかの形で道の駅事業に参画したいと思っていますので、

頑張りましょう！！ 

　158.地元の資源を生かした道の駅にしてほしい。 

　159.道の駅がオープンして活気のある町になることを願っています。 

　160.道の駅が出来るなら、石の町としてイシニクルを道の駅に作っても良かったかなと

も思いました。 

　161.道の駅が本当に必要なのか理解できません。ドックランを作るなら、町の子供たち

が楽しく遊べる施設を作るほうが大事ではないでしょうか。「犬と子供」どっちが大切

なのですか。 

　162.道の駅の建設場所が悪すぎる。 

　163.道の駅の工事を見ていると、無駄な土盛りなど余計な工事をしているように見えま

す。 

　164.道の駅はうまくいくのか、借金が増えるのが心配。 

　165.道の駅は赤字になると思っているが、その辺の不満や心配がある町民に対してしっ

かりと説明などをしてもらいたい。 

　166.道の駅は必要だったのか疑問？ 

　167.道の駅は本当に必要な施設だったのでしょうか。もっと違うことにお金をかけてほ

しいと思いました。 

　168.道の駅をせっかく作るのであれば、地元民も他からも何度も足を運びたくなる目玉
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になるものを取り入れてほしいと思います。 

　169.道の駅を楽しみにしている。子どもから大人まで楽しめる場にするとともに、トイ

レをおしゃれでゆったりとしたスペースにしてほしい。 

　170.野菜の野菜園ハウスを作りその場で食べられる食堂的な…この石川町の道の駅で特

別な楽しめる何かを考えて作ってほしいと思います。更に、観光するところがないの

で、買い物した後に、楽しいひとときを過ごせる温泉,足湯など作ってほしいです。 

 

その他 

　171.「イシニクル」がもったいないように感じます。 

　172.U ターン、Iターンを増やすことができればと考えます。 

　173.アンケート内の施策はほとんどが重要だと思う、その主な取り組みが満足と言える

物が少ない、やって当たり前なことばかりだと思う、ただ、取り組みに対しての結果

満足度は、実際にたずさわったり見た訳では無いので客観的にしか回答できない。 

　174.イシニクルは観光業としての集客、利益を得られるものなのだろうか。厳しく介入

する必要がある。 

　175.イシニクルは必要だったのか。無駄遣いではないか。 

　176.イシニクル等の施設を活かせていないと思う。 

　177.いろいろな取り組みは理解をするが、どれも目立たない。何か力を入れる取り組み

があると、町民はわかりいやすい気がする。町の特徴を押したものがみたい。 

　178.いろいろな取り組みをしていることに驚きました。地域の人に働きかけ一緒にやる

ようにしてください。健康診断の時間が短くなり、助かっています。 

　179.クリスタルパークをもっと活用しないともったいないと思う。 

　180.クリスタルパークをもっと活用しないともったいないと思う。子供たちが休日、楽

しめて活動できる場をもっと提供してほしい。 

　181.このアンケートで、町の取り組み（努力）がよくわかりました。アンケートの内容

も、わかりやすく、答えやすかったです。これからも町民のため、よろしくお願いし

ます。 

　182.この回答を集約して本当に役立つのか疑問である。単に実績作りとしか思えない。

自己満足としか思えない。 

　183.すぐには結果が出ないものばかりかもしれませんが、信じて続けてほしいと思いま

す。応援しています。 

　184.スマホで回答できない。封筒に両面テープなど封するものをつけてほしい。のりな

どない場合にわざわざ買わなくてはいけない。 

　185.セルフのガソリンスタンドが少ない。もう一つ増やしてほしい 

　186.ほぼ満足しているが、今後も多くの町民の声を聴き活気あふれる町づくりを進めて

ほしい。 

　187.ますます少子高齢化が進んでいく中で、道の駅ばかりでなく、来てみたい石川を考

えた施策もさらに充実していただきたいです。 

　188.まちなか以外の上水道や危険箇所や危険道路の改修等まだまだのように思います。 
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　189.何事も平等にお願いします。 

　190.企業誘致など、町外れの野木沢の開発にも力入れて欲しいです。 

　191.基幹産業を絞ってブランド化すべき。 

　192.経験がないので回答できない。 

　193.現地に出向いて、腹蔵なく話し合い、その中から良い意見、アイデアなど汲み取っ

ていただきたい。意見交換会が少な過ぎます。本音を聞いてください。 

　194.公務員でも若者定着のために奨学金補助の適用へ変更して欲しい。 

　195.今後も全力で取り組むことに期待しています。 

　196.施策、取り組みは一人でも理解があれば「需要＝必要」と思います。満足度はすぐ

に結果が表れる事柄もあれば、ある程度年月がかかる内容によります。大事なのは続

けること。 

　197.施策はどれも重要だが、その取り組みが適切だと思えないものも多く、評価しづら

い。お金の使い方が違うなと思っています。 

　198.私は中谷公民館や山橋公民館で週2.３回卓球クラブの練習を開催しているが卓球台

などの設備や器具の更新、活動費の補助など力を注いでいくべきだ。 

　199.自治会に入っていないので広報やごみカレンダーが届きません。せめてごみカレン

ダーは毎年いただきたいものです。 

　200.若者が残りたいと思うような町づくりを願います。 

　201.若者減少、河川台風時、水道管の老朽化を心配しています。 

　202.収入関係なく、商品券を町民に出していただきたいと思います。 

　203.住み良い町にむけてがんばりましょう。 

　204.税金が高い。 

　205.石川町に住んでいる人だけではなく、これから石川町に住む人のために取り組むべ

き。 

　206.石川町の強み（景色の美しさ、桜、元気なご老人、がんばってる高校生、おいしい

農作物）を生かした町づくりができればと思います。 

　207.石川町の税金は高いとみんな言っている。町長を初め、議員、役場職員の給料面も

そんなにもらう必要あるのか？町民と同じ給料で生活し、どれだけ大変かを町民の気

持ちになって考えてもらいたいものです！ 

　208.石川町の発展に携わってくださっている皆さんに感謝いたします。 

　209.石川町は人口に対して議員が多いと思います。１０名以下で充分ではないでしょう

か？ 

　210.石川町内だけでなく、町外の生活環境も併せて取り組みをお願いします。 

　211.全部重要な取り組みであり、役立つものであると感じています。 

　212.総合的に普通だと思います。高齢化が進み、取り組みにも若い人の手や頭が必要の

中、確保できていないから限界の最大の取り組みなのかなと住んでみて思います。総

合的に取り組むのはいろんな目線（年齢層）があるのでわかりますが、石川町のアピ

ール所を明確にし、そこに全力で町民に協力をしてもらい、財源と周りから人を呼び

込み、行事（恒例）にできるとアピールし、地域活性化になると思います。今は、共存

や停滞を防ぐ取り組みだけな気がします。 
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　213.草木を適正に管理し町内の景観を維持してほしい。 

　214.大人と子どもが一緒に楽しめる施設がほしい。 

　215.町の施策について多くのことを知らないので適切な回答ができていないかもしれな

い。 

　216.町の取り組みは多種多様で大変かと思います。どれをとっても大事なものだと思い

ます。今回、それぞれの取り組みを具体的にまとめてあり、わかりやすかったです。 

　217.町の図書館の休みと、私の休みが一緒です。月に一度だけでも休みの曜日をずらし

てみてはいかがでしょうか。 

　218.町議会の人数が多過ぎではないか。もっと減らしてもよいのではないだろうか。 

　219.町政、町民のため頑張ってください。 

　220.町内のちょっとしたスペースに休憩所や体を動かす器具があればと思います。 

　221.突出した施策があるわけでなく、他の市町村はもっと色々やっていると常に思って

いる。 

　222.年々過疎化が進んでいますが、イベントや祭りに行ってみると大勢の人が集まり、

驚くほどです。町で取り組む姿勢があらわれている証です。並々ならぬ努力と意見が

反映され、良いことだと思います。ありがとうございます。私たちも協力して、石川

町を盛り上げていきたいと思います。 

　223.物価高対策の補助をもっと増やしてほしい。 

　224.文化センターを作ってほしい。（今は、矢吹文化センターや白河コミネスを利用して

いる） 

　225.母畑地区土地改良区での事業償還金等の支払いが大変である。町でもう少しでも目

を向けてほしいです。 

　226.役場に入った時の感じの悪さ、どうにかなりませんか。対応の悪さに頭にきてます。 

　227.役場職員が町外に住むのを許さないでほしい。町営住宅には町民のみなのに、役場

職員が町外住みが OK なんて、そろそろ条件をつけた方が良いと思います。 

　228.役場職員の勢いが感じられない。若い人をもっといろいろな形で引き込むようにし

た方が良いと思います。 

　229.役場職員の窓口対応が悪い。こちらから声をかけないと無視される。 

　230.役場職員の方の多くが町外に住んでいると聞きましたが、若者の就業を考えるなら、

今、石川町の中に住んでいる無職の人材を活かしてあげるべきなのではと思います。 

　231.特産品の作成。 

　232.人気事業誘致。 

　233.今後も石川町の発展、継続のためよろしくお願いします。 

　234.良い部分もあれば、本当に必要な施策なの分からない物もある。子供達に対する支

援は今以上に手厚くしてもらいたい。 

　235.大型スーパーがあると便利。 

　236.アンケートが長い。選ばないでほしい。 

　237.レークサイドはオートキャンプ場としてきちんと整備できないか。町で無理なら民

間企業で手を挙げてくれるところはないか。入浴施設や八幡屋とコラボして入浴でき

るなど強みを生かしたアウトドア施設にできないか。ポテンシャルはあると思う。 
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